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　8　　　実験的クモ膜下出血ラットにおける
　脳内モノアミンの変動
（脳外科）　斎田晃彦
　今回，実験的SAHラットを用い経時的な脳内モ
ノアミンの変化を蛍光組織学的手法を用いて検索し
た。SAH　10分後という急性期脳圧充進期にも拘ら
ずモノアミンの変化は認めなかった。延髄ノルアド
レナリン起始核A1は，　SAH　2日後より一過性に上
昇し以後減少を認め，延髄A2はSAH　3日目の一
過性の減少後4日目には正常に復していた。青斑
核A6は催かに減少し，その上行性線維が走る正中
隆起内層ではSAH2日目より急激な減少を認めた。
そして，視床下部ドーパミン起始核A12及びそこから
正中隆起外層への線維の両者ともSAH　2日目より
減少を示しSAH4日目には僅かな改善傾向を認め
た。以上より，SAH後2～3日にかけて延髄，視床
下部でモノアミンの一過性の変動を認めた。この時
期はラットクモ膜下出血時の脳血管攣縮期GC・一致
していた。従って，今後脳血流一下・血腫の直接的脳
細胞障害とモノアミンの変化との相関関係について
の検討が必要と思われた。
　10　　頭蓋人工骨作成におけるComputer
　Aided　Design（CAD）の有用性
（霞ケ浦・脳外科）　和田　淳，出口　之，
　　　　　　　斉藤文男，賀川　潤，伊東良則
【目的】人工骨作成が余儀なくされるのは，骨感
染，粉砕骨折等に於てであるが，粉砕骨折の場合
は，人工骨作成のための鋳型ををとることさえで
きないことがある。この際，CADを用いて人工
骨をデザインできれば臨床的に有用である。
【方法】骨欠損状態の5㎜s］ice　CTカ・ら欠
損部をCADを用いて補間し，仮想的に骨弁の立
体像を構築する。
【結果】自家骨より鋳型を取れない場合でも人工
骨を作成する事ができ，更には作成後の状態を予
め観察することができた。また3－DCT像に
重ね合わせる事により，頭蓋形成後の状態を検討
する事が可能であった。
【結論】この方法は人工骨作成だけに留まらず，
craniofacia】surgeryの際のシミュレーション
等に応用ができ，今後の発展が期待できる。
　9　　　頭蓋内圧元二時の静脈洞酸素飽和度
　持続測定の試み
（社会保険中央総合・脳外科）　鬼塚俊朗，
　　　　　　　　　　　　武田泰明，早場群已
　　　　　　　（同・麻酔科）　梶原慶三
【目的】静脈洞酸素飽和度（Sjo2）は脳酸素消費量
（CMRO2）と脳血流量（CBF）の比を反映するため脳
循環代謝動態を知る指標として近年注目されている。
今回Sjo2持続測定から頭蓋内圧充進時，特に圧波出
現時の頭蓋内環境について検討を加えた。【対象】臨床
症状，CT等により頭蓋内圧が充進していると考えら
れた成人脳腫瘍2例。【方法】SjO2は4Fr　optica－
theterをjugu］ar　bulbまで挿入し，　Abbott社製
Oximetrix　3に接続し測定を行った。頭蓋内圧（ICP）
（脳室内圧又は硬膜外圧）及び観血的動脈圧（BP）を
同時に測定しポリグラフ上に24～48時間連続記録を行っ
た。【結果】A波：急激なICPの上昇に一致しSjo2
は急激に減少し，ICPの低下に伴い再び上昇した。こ
の結果よりA波罫現時に脳は虚血状態に陥ることが観察
された。B波二ICRD上昇にほほr一致してSjo2は上昇した。
この変化はB平出現時にCBFが増加したためと考えられた。
　11　　画像データベースによる入院患者管理
　　　　　　一大船中央病院における現況一
（大船中央・脳外科）　阪田実利
　今回は脳神経外科の特殊性としてCTや血管撮
影等の画像の重要性を考慮し，画像を取を込んだ
データベースを用いて，入院患者管理を行った。
　使用機種はMacintosh　Power　Book　170，スキャ
ナーはエプソンGT　8000，ソフトはHyperCardを
用いた。これにより患者リストと画像データベー
スを切り放して登録することが可能となり，互い
をリンケージさせてデータ同志を自由に行き来させ
ることが可能となった。例えばCT，血管撮影，
MRI等のデータ同志を自由に行き来させることが
出来，CTの経時的変化を取り込む事も可能とな
り，他のデータベースよりも有用であった。
　まとめ：コンビ＝一タによる入院患者管理とし
て：Hyper　Cardを用いた画像データベースを作成
し報告した。CTや血管撮影等の所見を取り込む
ことが可能であり，比較的自由度が高く，他のデ
ータベースと一線を画すると思われた。
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